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４月２８日に、ベストセラー著書「バカの壁」で有名な解剖学者の養老孟司氏が神郷

北小学校に来校されました。「人杜守」の方々が中心となって進めてこられた事業の一

つで、神郷北小学校の子ども達に、自然豊かな神郷で生まれ育ったことへの自信と誇り

をもって成長し、未来の神郷町を担う子どもたちを育てたいという思いから実現した一

大プロジェクトです。 

そもそも養老孟司氏は、解剖学者ですが、無類の虫好きで、鎌倉の建長寺には、虫塚

（虫の墓）まで造られ、毎年供養をされているそうです。いつ、どこでも虫を捕獲できるよ

うに採集キットを持ち歩かれているほどです。 

今回、子ども達の前で虫の種類や特徴、生活環境などについて話をしてくださいまし

た。小学生を前に話をするのは初めてと言われ、養老先生も少し緊張気味でした。それ

でも、講演会が始まると、ゆっくり丁寧に話をしてくださり、更に、子ども達が用意してい

た質問一つ一つに丁寧に回答してくださいました。子ども達も体を乗り出すほど、熱心に

聞いていました。 

後半は、運動場に場所を移し、一緒に虫探しをしました。養老先生は、傘の柄を木の

枝にひっかっけて揺らし、子ども達は慣れた様子であちこちと探し回りました。見つけると

すぐに養老先生に駆け寄り、虫の名前をたずねていました。 

子ども達にとって養老先生は、未知の人で「ただ虫好きのおじいちゃん先生」といった

感じだったかも知れませんが、自然豊かな神郷の魅力は十分理解できたのではないか

と思います。将来、大きくなったとき、こんな著名な方と一緒に虫探しをしたことは一つの

自慢話（誇り）になることと思います。また、本業の仕事ではなく、趣味や好きなことを追

求すると、いろんな出会いがあり、いろんな経験ができ、人間的にも豊かになるような気

がしました。 

貴重な機会とご支援をいただいた方々に心よりお礼申し上げます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

養老孟司氏来校 
～虫から学ぶ里山の価値～ 

 

講演会の様子は、 You 

Tube にアップされま

す。 

「養老孟司  

ありのままに」 



他校と学習を通していっぱい交流中！ 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ５月２日（月）に、神代小学校と交流遠足を

行いました。まずは、神代の夢すき公園で合

流し、みんなで公園周辺の写生大会を行いま

した。それぞれがお気に入りの場所を決めて

描いていきました。低学年はクレパス、中学年

は色鉛筆、高学年は鉛筆画です。短い時間で

したが、それぞれが自信の一枚を仕上げまし

た。 

  お楽しみのお弁当は神代小学校へ移動し

てから。学年ごとに分かれて食べ、食後は全

員運動場に出て遊びました。 

  そして、体育館に移動し、いろいろなゲーム

をして交流を深めました。新しい友達がたくさ

んできた楽しい 1日でした。 

 ちなみに、この日描いた絵は、キッチン神代

の方々が審査してくださり、金賞・銀賞・いろ

り賞をいただきました。全員の絵が６月２０日

まで夢すき公園に展示してありますので、是

非、足を運んでみてください。 

 ６月 １日(水)  交流体験（芋づる植え・千屋小学校） 

     ２日（木）  内科検診 

     ３日（金）  体力テスト 

     ６日（月）  放課後子ども教室（２年） 

     ８日（水）  学習サポート 

    １０日（金）  プール開き・安全日 

    １３日（月）  読書週間 

    １７日(金)   避難訓練・起震車体験 

    ２４日（金）  参観日・救急法講習会 

３０日(木)   第２回漢字検定 移動図書館車来校 

 ６月の行事予定（お楽しみに～！） 

交流遠足 with神代小学校 

 

交流体験 with千屋小学校 

  ５月１８日（水）に、３～６年生は千屋小学校

との交流体験として田植えをしました。千屋小

学校で伝統的に取り組んでいる稲作学習で

すが、今年度千屋小学校保護者から声が掛

かり、本校の保護者の方々が実現に向けて検

討、支援してくださり、実施できた学習です。  

 本校の子ども達のほとんどが田植えの経験

がなく、素足で田んぼに入ることに抵抗があ

ったようですが、実際に体験してみると、みん

なとても楽しんで取り組んでいました。千屋小

の友達と会話をしながら田植えをし、電柵、防

鳥ネットを張る作業など、初めての作業にも

率先して取り組み、想像以上に子ども達は、こ

の体験を楽しんでいました。この日は、ちょう

ど「お弁当の日」だったので、作業後は、体育

館に移動し、みんなで輪になって弁当を食べ

ました。一緒に汗を流した後に食べるお弁当

は、いつも以上においしかったことでしょう。 

論語学習② 

「夫子の道は 忠恕のみ」 
（人と人が気持ちよく生きていく上で一番大切なも

のは、真心から出た思いやりである。） 

 「自分だけ・自国だけ」といった発想を排除し

て、お互いを思いやることができれば、悪意

あるいたずら・いじめはもちろん。世界的な課

題である環境・食料・エネルギー問題などに

も解決の道は開かれることでしょう。 

（「クマ先生と読む論語」より抜粋） 

廊下に掲示し、子ども達は口ずさんでいます。 

 

 

ふうし   みち    ちゅうじょ 

 


